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地球温暖化への対応 

～ゼロカーボンシティの推進～ 
 
１ 現状 

令和 5 年 3 月に「加須市地球温暖化防止実行計画（区域施策編）～ゼロカーボン
シティ「かぞ戦略」～」を策定し、令和 5 年 3 月 23 日には、「加須市ゼロカーボン
シティ宣言」を表明した。 

 
２ 課題 

「地球にやさしいまちをつくる～脱炭素社会（ゼロカーボンシティ）の実現に向

けて～」を基本理念に、全ての市民、事業者と協働により、ソフト・ハードの両面
から地球温暖化防止対策をより一層推進し、ゼロカーボンシティの実現を目指す必
要があるため、次の取組を実施する。 

 
３ 課題解決に向けた取組とポイント 

No. 取 組 ポイント（具体的な取組内容） 

1 

ゼロカーボンシティ推進

協議会の開催と具体的な

取組の実施 

R6 年度実施のアンケート（①自身や所属組織でできる

こと、②行政が又は行政と連携してできること、③環

境フォーラムでできること）結果・意見を反映してい

く。協議会を 3 回開催する。共通取組項目を進める。 

2 
公共施設への再生可能 

エネルギー設備整備促進 

太陽光パネル整備の対象施設や整備・設置箇所（建屋

か駐車場か等）の検討及び関係部課と連携し調査や協

議を行い、段階的に R7 補正又は R8 年度に向けて国・

県等の交付金・補助金の活用を検討する（要サマーレ

ビュー）。 

3 

市民・事業所・行政が一体

となってゼロカーボンに

取り組む機運の醸成 

機運醸成の鍵となるように、ゼロカーボンシティ推進

協議会の意見を反映した環境フォーラムを開催する。

また、新たな取組みも講じながら、通年でホームペー

ジ・SNS 等を活用・周知に努める。 

4 
公共施設照明設備ＬＥＤ化 

促進 

令和 7 年度は本庁舎 LED 化工事を実施する。令和 8 年

度以降も公共施設において計画的に LED 化が進むよう

促進する。 

5 
エコライフＤＡＹチェッ

クシート参加者の増 

ホームページ・SNS のほか紙媒体も活用して周知する

（紙では夏及び冬の年 2 回、市内小中学校全児童・生

徒世帯に配布）。 

6 
公用車におけるエコ・カー

の配備促進 
公用車におけるエコ・カーの割合の増加を目指す。 

7 
脱炭素に係る事業者との 

協定 

市の連携協定方針に基づき、脱炭素や環境政策を推進

する事業者との協定を推進する。 

8 
太陽光発電設置ガイド 

ラインの策定 

盛土規制や特定河川に係る法施行（7 月 1 日）に合わ

せてガイドラインを策定する。 
 

  

【資料３】 
令和 7 年度 市の各種事業実施検討案について 

http://61.212.238.234/html/www.city.kazo.lg.jp/soshiki/kakyou_seisaku/keikaku/35646.html
http://61.212.238.234/html/www.city.kazo.lg.jp/soshiki/kakyou_seisaku/keikaku/35646.html
http://61.212.238.234/html/www.city.kazo.lg.jp/soshiki/kakyou_seisaku/ondanka/zerocarbontorikumi/35625.html
http://61.212.238.234/html/www.city.kazo.lg.jp/soshiki/kakyou_seisaku/ondanka/zerocarbontorikumi/35625.html
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騎西文化・学習センター

キャッスルきさい
14:00
〜

15:30

各 日

（13:30~受付）

１事業者2名まで

講師

先着順

対象

申込期間 月166
火157～

　専門家が事業所を訪問し、エネルギー使用状況や運転管理状況等を調査・分析し、それぞれの事業所に適したエネ
ルギーやコストの削減方法、費用をかけずに実施できる運用改善や設備更新による改善などについて提案するもの。

専門家が省エネのコツを伝授します！

省エネ診断って何？
受けるメリットが
わからない

一般財団法人

省エネルギーセンター
「省エネの進め方と省エネ診断事例」
テーマ

　代表的な省エネ技術や省エネ診断事例の紹介などを交えて、皆さまの
事業活動に役立つ省エネの進め方をお伝えします。

推進セミナー

省エネ

事業者向け

対象

定員 申込

日間

0480-62-1111（内線:231）
主催・
お問合せ

加須市役所環境政策課
MAIL： kankyo@city.kazo.lg.jp

参加費

無料

省エネしたいけど
何から始めればいいか

わからない

光熱水費などの
コストを削減したい

費用をかけずにできる
効果の大きい

省エネ事例を知りたい

ゼロカーボン
×

名各日程

水23７
大利根文化・学習センター

アスタホール

A日程

水30７
B日程

①右記の二次元コード又は下記URLより申込み
URL:

②メールより申込み

市内事業者（中小企業・小規模事業者向け）
　主に製造業などの設備管理者の方を対象としたセミナーですが、省エネ全般や省エネ診断等に
興味がある他業種の事業者の方もご参加いただけます。

（加須市旗井1461-1） （加須市根古屋633-10）

※原則、北川辺・大利根地域の事業者の方はA日程、加須・騎西地域の事業者の方はB日程をお申込みください。
   ただし、日程の都合が合わないなどやむを得ない理由がある場合は、この限りではありません。

市公式HP：URL://

省エネ診断とは？　

または
（会社名・希望日程・参加人数等を送信）
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ゼロカーボンシティ推進に関する事業者アンケート調査票 

加須市役所環境政策課  

加須市では、2023 年 3月に「加須市ゼロカーボンシティ宣言」を表明し、市民と事業者の皆様との協働によ

り、2050 年までに二酸化炭素排出量実質ゼロとするゼロカーボンシティの実現を目指すこととしております。 

 つきましては、ゼロカーボンシティ実現に向けた施策に係る今後の参考とさせていただきたく、ご多忙の

折、大変恐縮ですが、アンケートの趣旨をご理解いただき、ご回答いただきますようお願いいたします。 

 

【回答期間】令和 7年 6月 16 日（月）から令和 7年 7月 31 日（木）まで 

【回答方法】①右記の二次元コードまたは下記のＵＲＬより回答  

      URL: 

②下記の宛先に郵送またはＦＡＸで本調査票を送付 

     【問い合わせ先】加須市役所環境政策課（〒347-8501 加須市三俣 2-1-1） 

 担当●●・●● TEL:0480-62-1111（内線 231） FAX:0480-62-1934 

 

■以下の設問について、該当するものに☑してください。 

設問１ 貴事業所の業種を選んでください。 

    □農林漁業  □建設業  □製造業  □運輸業  □その他（              ） 

 

設問２ 加須市が「加須市ゼロカーボンシティ宣言」を表明していることを知っていますか。 

□知っている  □知らない 

 

設問３ 貴事業所では、脱炭素化に向けた取組みの必要性を感じていますか。 

 □大いに感じている    □ある程度感じている  

 □全く感じていない    □わからない  

 

設問４ 貴事業所の脱炭素化に向けた取組み状況を教えてください（以下の取組項目について、それぞれ該当

するものを１つ選択）。 

取組項目 
既に取り組
んでいる 

取り組む 
予定がある 

検討中 
である 

取り組む 
予定はない 

わからない 

節電 □ □ □ □ □ 

LED 照明の導入 □ □ □ □ □ 

省エネ設備・機器の導入 □ □ □ □ □ 

省エネ診断の活用 □ □ □ □ □ 

太陽光発電設備・蓄電池の導入 □ □ □ □ □ 

再エネ比率の高い電力の導入 □ □ □ □ □ 

電気自動車の導入 □ □ □ □ □ 

事業所の ZEB（Net Zero Energy Building）化 ※ □ □ □ □ □ 

事業所の緑化 □ □ □ □ □ 

CO2排出量やエネルギー使用量の把握 □ □ □ □ □ 

社内研修の実施・外部研修の参加 □ □ □ □ □ 

その他（自由記述） 

二次元 

コード 

↑回答はこちら 

↑宣言内容はこちら 

 

※ZEB 化とは、快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物のこと 3 

tel:0480-62-1111（内線231


設問５ 貴事業所において、脱炭素化の取組みを進めていく上での課題又は取り組めない理由を選んでくださ

い（複数選択可）。 

    □専門的知識やノウハウ、技術が不足している  □人員が不足している  □費用負担が大きい 

 □費用を確保できない  □相談先がわからない □取り組みの効果やメリットがわからない  

□CO2排出量やエネルギー使用量等の実態が把握できていない  

 □何を取り組んでよいかわからない □取り組む必要性を感じない □他に優先すべき課題がある 

 □社内の合意形成に時間を要する  □わからない 

    □その他（                                       ） 

 

設問６ 貴事業所において、脱炭素化の取組みを進めていく上で、市に期待する取組みを選んでください（複

数選択可）。 

□講演会やセミナーの開催  □国・県等の各種補助金制度の案内  

□国・県等の各種支援・相談制度の案内 

□相談窓口の設置（専門家による個別相談 等）  □取組事例の紹介（同業他社の取組事例 等） 

□事業者間の情報交換の場の提供         □設備投資等への補助・助成制度 

□CO2排出量やエネルギー使用量の見える化支援  □取り組み事業者への表彰・認証制度 

□その他（                                       ） 

     

設問７ 設問６でご回答いただいた項目について、具体的な要望等ございましたらご記入ください（任意）。 

 

 

 

 

 

 

設問８  貴事業所では定期的に周辺地域等の環境美化活動に取り組んでいますか。 

□取り組んでいる  □不定期だが取り組んでいる  □取り組んでいない 

 

設問９ 自由記述（任意） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■差し支えなければ下記へのご記入をお願いいたします。（任意回答） 

事業者名  部署・担当者名  

電話番号  メールアドレス  

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 
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